






































































































































































1 』 〈同上〉 ） 、高田時雄「可洪隨函録と行瑫隨函音疏」 、同「新
































































































































































































































































































































































































































ｃ「踰度也」 「總名者也」の「踰」 「者」は、中尊 大治本・石山寺本・宋版東禅寺 ・開元寺版


























乃琦『一切経音義全文データベース構築による平安時代古辞書についての実証的研究』 （博士論文〈北海道大学〉 、二〇一八年三月） 。
玄応音義は、三つの系統に分けられる。































































しかし、慧琳音義は高麗版しかなく、玄応音義の校本も未公開である。３．玄応『一切経音義』と慧琳『一切経音義』に依る今後の 韻研究上田正「 音義諸本論考」 （
頁）に、日本古写本と敦煌本の反切に「他本より新しい変更と思わ16
れるものは認めら ない。これらは玄応の原形と え れる。 」との指摘が有る。


































































の研究』 〈一九八二年、風間書房〉二七頁） 。 「奈良時代以後、我が国で利用された反切音注 典拠には多数 ものが数えられるが 主要なものとしては、どれが中心と言う事は出来ないが、 「玉篇」 「切韻」「玄応一切経音義」の三書がまず上げられ 」 （沼本克明『日本漢字音の歴史的研究』 （一九九七年、汲古書院） 、六一頁） 。






































































































































































































































妙法蓮華経釈文』 〈一九七九年、汲古書院〉 ） 、西崎
亨「倶
15
舎論音義の引用書について（一）玄應撰『一切経音義』 ・ 『廣 』の場合」 （ 「武庫川国文」
、二〇〇七年十一月） 、70
小林芳規「一切経音義解題」 （ 『古辞書音義集成
一切経音義（下） 』 〈一九八一年、汲古書院〉 ）等、参照。
(
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本文 比較による検討―」 （ 広島大学大学院教育学研究科紀要」第二部第
号、二〇一六年十二月） 、同「春日版65
「五部大乗経」本文と底本選択理由」 （ 「日本古写経研究所研究 ２号、二〇一七年三月） 、同「和泉市池辺家蔵 相州新大仏一切経」の底本 「 院教育学研究科紀要」第二部第
号、二〇一八年十二月）な67
ど、参照。
(
)
佐々木
勇「今なぜ古文献の原本調査が必要か」 （ 『日本語学会
2016
年度秋季大会予稿集』二〇一六年十月） 、参照。
18
(
)
築島裕『平安時代訓点本論考
ヲコト点図・仮名字体表』 （一九八六年、汲古書院）四七二・五〇六・五九八頁に
19
は、平安中期白点・治安二年（一〇二二）白点・平安中期朱点の仮名字体表とヲコト点図とが有る。
